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際
親
善
姉
妹
都
市

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ

　

国
際
親
善
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ク

リ
ッ
ジ
市
（
米
国
テ
ネ
シ
ー
州
）
か
ら
、

中
学
生　

人
と
引
率
の
先
生
２
人
が
、

１０

７
月
９
日
か
ら　

日
ま
で
の
８
日
間
、

１６

那
珂
市
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
の
中
学
生
は
、
書

道
・
茶
道
と
い
っ
た
日
本
の
伝
統
文
化

を
体
験
し
た
ほ
か
、
市
内
の
様
々
な
施

設
を
見
学
し
、
日
本
の
文
化
と
触
れ
合

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
で
の
宿
泊
に
つ
い
て

は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
庭
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。
ホ

ス
ト
生
徒
と
一
緒
に
中
学
校
へ
通
っ
た

り
、
休
日
に
出
か
け
た
り
と
、
多
く
の

思
い
出
を
作
り
、
親
交
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　

８
月
に
は　

日
か
ら　

日
ま
で
、
那

１６

２６

珂
市
の
中
学
生　

人
が
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ

１０

を
訪
問
し
ま
す
。

　

那
珂
市
と
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
。
海
を

越
え
た
両
市
の
友
好
は
、
中
学
生
交
換

交
流
を
通
じ
て
一
層
深
ま
っ
て
い
き
ま

す
。

※○は生徒・◇は引率者、日本名はホスト 敬称略
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　ロバーツビル中学校
○Elias Brown／増子　乃愛
○Wilson Hammer／勝山　修平
○Alek Wereszczak／石井　優咲
○Mandy Pitz／三浦　栞
○Stella Powell／市村　千恵
◇Sean Seyfert／宇佐見　武勝

　ジェファーソン中学校
○Trevor Cox／秋山　侑悟
○Joey Kocak／根本　祥有
○Emma Dallas／高畑　葉月
○Paige Howe／平松　菜々子
○Katherine Fulcher／鯉渕　つかさ
◇Katie Saxe／森島　栄子
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那
珂
市
事
業
仕
分
け
を
実
施
し
ま
す

那
珂
市
事
業
仕
分
け
を
実
施
し
ま
す

那
珂
市
事
業
仕
分
け
を
実
施
し
ま
す

那
珂
市
事
業
仕
分
け
を
実
施
し
ま
す

市
民
の
皆
様
と
進
め
る
行
財
政
改
革

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
視
点
に
立
っ

た
、
成
果
重
視
の
効
率
的
で
質
の
高
い
行

政
活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
透

明
性
の
高
い
開
か
れ
た
市
政
と
す
る
た

め
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
、
必

要
性
、
有
効
性
、
効
率
性
等
の
観
点
か
ら

客
観
的
に
判
定
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
厳

し
い
環
境
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
自
治

体
を
目
指
す
う
え
で
は
、
よ
り
一
層
の
財

政
健
全
化
が
必
要
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
効
果
的
で
効
率
的
な
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
、「
事
業
仕
分

け
」を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

事
業
仕
分
け
の
手
順

　

実
際
の
事
業
仕
分
け
で
は
、
仕
分
け
人

と
市
担
当
職
員
が
議
論
を
行
い
、
対
象
と

し
た
事
業
が
、「
そ
も
そ
も
」
必
要
か
ど
う

か
、
必
要
な
ら
ば
ど
こ
が
実
施
す
る
か

（
官
か
民
か
、
国
か
地
方
か
）
な
ど
に
つ
い

て
１
事
業
ご
と
に　

分
程
度
の
議
論
の

３０

後
、
判
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

那
珂
市
の
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
は
、

行
政
を
熟
知
し
、
事
業
仕
分
け
を
多
数
経

験
し
た
行
政
職
員
・
議
員
・
弁
護
士
・
民

間
企
業
経
営
者
な
ど
を
仕
分
け
人
と
し
、

市
民
の
皆
様
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
１

０
０
０
人
の
か
た
の
な
か
か
ら
１
班
あ
た

り　

人
の
か
た
に
、「
市
民
判
定
人
」
と
し

１４
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

仕
分
け
人
と
市
担
当
職
員
の
議
論
の
内

容
を
踏
ま
え
、
対
象
事
業
に
つ
い
て

○
不
要

○
必
要
性
の
再
検
討

○
国
、
県
、
広
域

○
那
珂
市
（
要
改
善
）

○
那
珂
市
（
現
行
ど
お
り
）

の
い
ず
れ
か
を
判
定
し
ま
す
。

※構想日本ホームページ資料をもとに作成
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判
定
結
果
の
公
表
と
市
の
対
応

　

判
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内

訳
を
示
し
、
当
日
会
場
に
て
公
表
す
る
と

と
も
に
、
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
仕

分
け
人
や
市
民
判
定
人
の
皆
様
の
意
見
と

と
も
に
公
表
い
た
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
事
業
仕
分
け
の
判
定
結
果

を
尊
重
し
、
来
年
度
以
降
の
事
業
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
事
業
仕
分
け
実
施
後
速
や

か
に
市
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
開
始

し
、
方
向
性
を
決
定
・
公
表
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
仕
分
け
対
象
事
業

　

事
業
仕
分
け
の
対
象
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
民
生
活
に
直
接
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
事
業
や
、
市
の
裁
量
の
余
地
が

大
き
い
事
業
を
優
先
し
て
選
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

当
日
の
順
番
は
、
今
後
の
お
し
ら
せ
版

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
那
珂
市
事
業
仕
分

２４

け
は
、
国
の
ほ
か
、
平
成　

年
度
以
降　

１４

９０

以
上
の
自
治
体
の
事
業
仕
分
け
を
手
掛
け

て
い
る
「
構
想
日
本
」
の
協
力
を
得
て
実

施
い
た
し
ま
す
。

構
想
日
本
事
業
仕
分
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

����������������������������������

�����

行財政改革推進室
�２９８・１１１１
（内線５７２・５７３）

�������	
����

日時　９月２９日（土）
午前９時～午後４時４５分（予定）

場所　那珂市中央公民館
公開にて実施し、どなたでも自由に傍聴できます
（事前申し込み不要・入退出自由）

�������	
��������

担当課事業名称

企画部　秘書広聴課広報事業

総務部　収納課市税前納報奨事業

市民生活部　市民協働課自治活動施設建設費等補助事業

市民生活部　環境課家庭系可燃ごみ収集事業

市民生活部　防災課民間交通安全指導員設置事業

保健福祉部　社会福祉課地域生活支援事業

保健福祉部　こども課学童保育事業

保健福祉部　介護長寿課家族介護継続支援事業

保健福祉部　保険課予防接種事業

産業部　農政課しどりの湯管理事業

産業部　商工観光課静峰ふるさと公園管理事業

建設部　土木課木崎地区地籍調査事業

建設部　建築課市営住宅管理事業

教育委員会　学校教育課預かり保育事業

教育委員会　生涯学習課青少年相談員設置事業

消防本部　警防課消防団設置事業

※当市の事業仕分けは、２班にて８事業ずつ実施します。
班分け、順番については、今後のおしらせ版や市のホームページにて
お知らせします。
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保
険
課
保
険
・
年
金
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
４
２
〜
１
４
７
）

問い
合わせ

����
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、「
保
険
料
の
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
の
月
額
保
険
料
は
、
１
４
９

８
０
円
（
平
成　

年
度
）
で
す
が
、
所
得

２４

が
少
な
い
な
ど
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
年
金
事
務
所
で
前
年

所
得
な
ど
を
審
査
し
、
承
認
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
期
間
の
全
額
も
し
く
は

一
部
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
の

承
認
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

で
す
。
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
額

等
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

■
全
額
免
除
・
一
部
免
除
の
ほ
か
に
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　
　

歳
未
満
の
か
た
で
所
得
が
少
な
く
、

３０
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
年
金
事
務

所
で
前
年
の
所
得
な
ど
を
審
査
し
、
承
認

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
期
間
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
あ
と
か
ら
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得

が
、
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

〇
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

〇
印
鑑

※
失
業
等
が
理
由
の
と
き
は
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す

■
原
則
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

　

全
額
免
除
・
一
部
免
除
、
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
申
請
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
全
額
免
除

ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た

か
た
が
、
申
請
時
に
翌
年
度
以
降
も
申
請

を
行
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
場

合
は
、
翌
年
度
以
降
は
、
あ
ら
た
め
て
申

請
を
行
わ
な
く
て
も
、
継
続
し
て
申
請
が

あ
っ
た
も
の
と
し
て
自
動
的
に
審
査
を
行

い
ま
す
。（
失
業
等
を
理
由
と
し
た
場
合

を
除
く
）

■
保
険
料
の
「
追
納
」
を
お
勧
め
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
、
若
年
者
納
付

猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
場
合
よ
り
も
老
齢
基
礎

年
金
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
期
間
は
、　

年
以

１０

内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
度

目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に

は
、
承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。
保
険
料
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
と
同
じ
年
金
額
で
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■表１　免除を受けた期間の保険料額等

受け取る老齢基礎
年金の計算には？

老齢基礎年金の
受給資格期間には？

保険料額
（月額）

年金額に２分の１
が反映されます

老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります納付なし全額免除制度

年金額に８分の５
が反映されます

４分の１を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

３，７５０ 円
４分の１
納付制度

（４分の３免除）

年金額に４分の３
が反映されます

２分の１を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

７，４９０円
２分の１
納付制度

（２分の１免除）

年金額に８分の７
が反映されます

４分の３を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

１１，２４０円
４分の３
納付制度

（４分の１免除）

注意事項　一部納付（一部免除）制度は、保険料の一部を納付するこ
とにより残りの保険料が免除となる制度です。一部保険料を納付しな
かった場合は、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、
将来の老齢基礎年金の年金額に反映されません。また、障がいや死亡
といった不慮の事態が生じた場合に、障害基礎年金または遺族基礎年
金を請求できなくなる場合がありますので、必ず一部保険料を納付し

� ������������������

ていただく必要があります。
� �������������������
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�

�
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全額免除および一部免除の所得基準
○全額免除　　（扶養親族等の数＋１）×３５万円＋２２万円
○４分の１納付　 ７８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
○２分の１納付　１１８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
○４分の３納付　１５８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

■表２　平成２４年度に追納する場合の額
（平成２２・２３年度は加算額なし）

４分の１免除２分の１免除４分の３免除全額免除

－７，４７０円－１４，９４０円平成１４年度の月分

－７，３６０円－１４，７２０円平成１５年度の月分

－７，２６０円－１４，５１０円平成１６年度の月分

－７，２８０円－１４，５６０円平成１７年度の月分

３，６５０円７，３００円１０，９５０円１４，６１０円平成１８年度の月分

３，６５０円７，３２０円１０，９７０円１４，６４０円平成１９年度の月分

３，６９０円７，３７０円１１，０７０円１４，７６０円平成２０年度の月分

３，７００円７，４２０円１１，１２０円１４，８４０円平成２１年度の月分

３，７７０円７，５５０円１１，３２０円１５，１００円平成２２年度の月分

３，７５０円７，５１０円１１，２６０円１５，０２０円平成２３年度の月分
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もしかして、あなたも糖尿病!?もしかして、あなたも糖尿病!?
～平成23年度特定健診受診者の62％が糖尿病または糖尿病予備群でした～～平成2 3 年度特定健診受診者の6 2 ％が糖尿病または糖尿病予備群でした～

�������	�
����������������

これらは、�������	
���������	
です。

それでは……

◆合併症ってどうなるの？
　　→失明・足のえ死（腐る）・人工透析
◆合併症以外にもなにか起こるの？
　　→心筋梗塞・脳梗塞

こうなると…

�������	


��������

�����
　など、今までの生活ができなくなります！

総合保健福祉センター「ひだまり」　健康増進グループ
�２７０－８０７１

申し込み・
問い合わせ

�������	
�������
○集団検診（総合健診）　　　　　１０月１６日（火）まで
○医療機関健診（指定医療機関）　１２月２７日（木）まで

※那珂市国保以外のかたは、お勤め先にご確認ください。

まだ
間に
合い
ます
！

○糖尿病初期のころは、症状がほとんどありません。

○糖尿病を見つける検査ってなんだろう？

特定健診では血液をとって、
　　HbA１c（ヘモグロビンエーワンシー）を調べます。
HbA１cは 5．2 ％以上が異常値です。ご自身の検査値をぜひご確認ください。

・おしっこが泡立つ
・のどが渇く
・急にやせた
・体がだるい
・甘いものが欲しい　など

糖尿病を早期発見できるのは『健診』です！
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小
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
勉
強
や
友
達

な
ど
学
校
生
活
の
こ
と
や
家
庭
生
活
に

つ
い
て
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
子
育
て
や
し
つ
け

に
つ
い
て
相
談
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
も
つ
子
ど
も
た
ち

の
相
談
や
教
育
に
関
す
る
保
護
者
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
「
だ
れ
か
に
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い

た
い
な
…
」
と
思
っ
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
��
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

〇
友
達
に
つ
い
て

〇
い
じ
め
に
つ
い
て

〇
学
校
に
行
け
な
い

〇
勉
強
に
つ
い
て

〇
家
で
の
生
活
に
つ
い
て

〇
進
路
に
つ
い
て

〇
子
育
て
・
し
つ
け
に
つ
い
て

〇
そ
の
他

�
�
�
�

那珂市教育支援センター
那珂市菅谷4404－７　那珂市商工会館２階

案内図

案　内

　

教
育
や
し
つ
け
に
つ
い
て
の
経
験
豊
か
な
ス
タ
ッ

フ
が
、
電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
る
か
た
の
立
場
に
立
っ
て
、
よ
く
お
話

を
お
聞
き
し
、
支
援
や
助
言
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

�

�

�

�

����������

����������
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�
�
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�
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�

（
那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
）

�
２
９
５－

５
９
２
１

�
２
９
５－

５
９
１
３

教
育
相
談

〇
保
護
者
の
か
た
と
の
相
談
の
ほ
か
に
、
お
子

さ
ん
の
個
別
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
幼
児
〜
中
学
生
、
そ
の
他
）

〇
学
校
に
行
き
づ
ら
い
小
中
学
生
が
、
当
セ
ン

タ
ー
内
の
「
ひ
ま
わ
り
教
室
」
で
過
ご
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
ひ
ま
わ
り
教
室
開
設
日
】

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

ま
ず
は
お
電
話
か
ら
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広報なか８月号９

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童
が
養
育
さ
れ
る
家

庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
「　

歳
１８

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月　

日
３１

（　

歳
に
な
っ
て
か
ら
の
年
度
末
）
ま

１８
で
の
児
童
」
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
・
母
ま
た
は
両
親
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か

た
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
が
い
の
状

態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑧
母
が
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
が
不
明

で
あ
る
児
童

　

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
申
請
し
な
い

場
合
や
、
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な

く
て
も
事
実
婚
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
な
ど
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
給
資

格
者
、
同
居
の
扶
養
義
務
者
の
前
年
所

得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年

度
（
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）
手

当
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
の
支
給
が
制

限
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る

条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
に
、
８
月
に
現
況
届
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

受
給
資
格
が
あ
る
か
た
に
は
現
況
届

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
８
月
分
以
降

の
手
当
を
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
���
�
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�
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�

　

茨
城
県
交
通
安
全
県
民
運
動
の
推
進

要
綱
に
基
づ
き
、
県
民
一
人
ひ
と
り
に

広
く
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を

図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で

快
適
な
交
通
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

運
動
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

○
年
間
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
ぼ
く
し
な
い　

ど
う
ろ
の
と
び
だ

し　
 
ふ
ざ
け
っ
こ
』

○
対
象
者
別
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
安
全
は　

ゆ
と
り
の
心
と　

マ

ナ
ー
か
ら
』（
運
転
者
向
け
）

　
『
日
ぐ
れ
時　

キ
ラ
リ
と
光
る　

反

射
材
』（
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
向
け
）

【
運
動
の
基
本
】

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上

【
運
動
の
重
点
】

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

③
夜
間
（
特
に
薄
暮
時
）
の
交
通
事
故

防
止

④
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑥
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

　

運
動
期
間
中
は
、
市
内
主
要
交
差
点

で
、
関
係
団
体
に
よ
る
立
哨
指
導
活
動

を
行
う
ほ
か
、
市
内
の
高
校
生
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
那
珂
警
察
署
前
と
総

合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
前
交
差
点
に
お

い
て
、
安
全
運
転
啓
発
グ
ッ
ズ
等
を
配

布
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

【
主
唱
】

　

茨
城
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

【
協
力
団
体
】

　

那
珂
警
察
署
、
那
珂
市
交
通
安
全
推

進
協
議
会
、
那
珂
地
区
交
通
安
全
協

会
、
那
珂
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
議

会
、
那
珂
地
区
交
通
安
全
母
の
会
、
那

珂
市
民
間
交
通
安
全
指
導
員
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◆昨年の運動の様子
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こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
５
２
）

問
い
合
わ
せ

防
災
課
防
災
・
防
犯
・
交
通
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１（
内
線
４
４
４
）

問
い
合
わ
せ
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設置場所市公共施設№
１階ロビー那珂市役所１
１階ロビー瓜連支所２
１階ロビー那珂市中央公民館３
１階ロビー那珂総合公園４
１階ロビー図書館５
事務室高齢者福祉センター６
斎場入口那珂聖苑７
事務室那珂学校給食センター８
廊下瓜連学校給食センター９

１階ロビー総合センターらぽーる１０
事務室ふれあいセンターよこぼり１１
ロビーふれあいセンターよしの１２

玄関ホールふれあいセンターごだい１３
１階ロビー総合保健福祉センター「ひだまり」１４
職員室那珂市立第一中学校１５
職員室那珂市立第二中学校１６
職員室那珂市立第三中学校１７
職員室那珂市立第四中学校１８
職員室那珂市立瓜連中学校１９
職員室那珂市立菅谷小学校２０
２階廊下那珂市立菅谷東小学校２１
職員室那珂市立菅谷西小学校２２
職員室那珂市立本米崎小学校２３
職員室那珂市立横堀小学校２４

消防本部　警防課
�２９５‐２１１１問い合わせ

　

突
然
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
定
期
的

な
歯
科
健
診
を
受
け
る
た
め
に
、
歯
科

医
院
に
通
っ
て
い
ま
す
か
？
き
っ
と
ほ

と
ん
ど
の
か
た
が
、
痛
み
が
出
て
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
、

ち
ょ
っ
と
の
痛
み
だ
と
我
慢
し
て
し
ま

い
、
痛
く
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ

た
り
、
腫
れ
た
り
と
い
う
症
状
が
出

て
、
や
っ
と
歯
科
医
院
へ
行
く
こ
と

に
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
痛
み
が
出
て

し
ま
う
と
、
神
経
を
抜
く
処
置
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
歯
を
抜
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な

る
と
、
時
間
も
費
用
も
た
く
さ
ん
か

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
私
が
お
す

す
め
し
た
い
こ
と
は
、「
定
期
的
な
歯
科

医
院
で
の
専
門
的
口
腔
清
掃
」
で
す
。

自
分
の
歯
、
歯
肉
を
守
る
に
は
、
定
期

的
な
プ
ロ
の
助
け
が
必
要
な
の
で
す
。

専
門
的
口
腔
清
掃
と
は
、
毎
日
自
分
で

行
う
歯
磨
き
で
は
落
と
せ
な
い
部
分
の

汚
れ
を
、
専
門
の
器
具
を
用
い
て
汚
れ

を
取
り
除
き
、
最
後
に
研
磨
剤
で
歯
の

表
面
を
き
れ
い
に
仕
上
げ
ま
す
。
超
音

波
の
振
動
で
汚
れ
を
落
と
す
た
め
、
少

し
痛
み
を
と
も
な
う
の
で
苦
手
な
か
た

も
い
ま
す
が
、
定
期
的
に
通
わ
れ
て
い

る
か
た
は
、
終
わ
っ
た
後
、「
気
持
ち
よ

か
っ
た
よ
」
と
か
「
す
っ
き
り
し
て
、

く
せ
に
な
り
そ
う
」
な
ん
て
言
っ
て
い

た
だ
き
、
私
も
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
定
期
的
に
口
腔
清
掃
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
汚
れ
の
つ
き
や
す

い
所
や
、
虫
歯
に
な
り
や
す
い
所
が
把

握
で
き
、
歯
周
病
の
予
防
、
虫
歯
の
早

期
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
た
だ
、

定
期
的
に
口
腔
清
掃
を
受
け
た
か
ら
と

い
っ
て
虫
歯
に
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
使
っ
て
食

事
や
会
話
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
悪
く

な
っ
た
部
分
を
「
治
療
」
す
る
よ
り
も
、

痛
く
な
る
前
に
、「
予
防
」
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
将
来
一
本
で
も
多
く
自
分

自
身
の
歯
を
残
す
た
め
に
も
、
こ
れ
か

ら
は
、
美
容
室
に
行
く
の
と
同
じ
よ
う

に
、
歯
科
医
院
に
も
定
期
的
に
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

���� �����

塩野歯科医院
樫村直美　歯科衛生士

設置場所市公共施設№
職員室那珂市立額田小学校２５
職員室那珂市立五台小学校２６
職員室那珂市立木崎小学校２７
職員室那珂市立芳野小学校２８
職員室那珂市立戸多小学校２９
職員室那珂市立瓜連小学校３０
事務室菅谷幼稚園３１
事務室菅谷西幼稚園３２
事務室横堀幼稚園３３
事務室額田幼稚園３４
事務室芳野幼稚園３５
事務室五台幼稚園３６
事務室菅谷保育所３７
事務室額田保育所３８
事務室子育て支援センターつぼみ３９
事務室しどりの湯保養センター４０
受付那珂市消防本部４１
事務室額田地区交流センター４２
設置場所市内県公共施設№

保健室・寮・体育教室茨城県立水戸農業高等学校１
体育館入口茨城県立那珂高等学校２

事務所・きのこ館茨城県植物園３
陸上競技場・体育館笠松運動公園４

事務室茨城県立茨城学園５

※救命講習会を実施していますのでお問い合わせください。
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

○小中学校、幼稚園 ○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

７月１０日０．０８６本米崎小学校

学校教育課

７月１０日０．０９３横堀小学校

７月１１日０．０８９額田小学校

７月１０日０．１０２菅谷小学校

７月１０日０．０８４菅谷東小学校

７月１０日０．１００菅谷西小学校

７月１１日０．０９６五台小学校

７月１０日０．１０５戸多小学校

７月９日０．１００芳野小学校

７月１０日０．０８３木崎小学校

７月１０日０．１０５瓜連小学校

７月１０日０．０９３横堀幼稚園

７月１０日０．０８６額田幼稚園

７月９日０．０８５菅谷幼稚園

７月１０日０．１０６菅谷西幼稚園

７月１０日０．１０９五台幼稚園

７月１１日０．０８４芳野幼稚園

７月９日０．０７２那珂第一中学校

７月１０日０．１０２那珂第二中学校

７月１０日０．０９９那珂第三中学校

７月１０日０．０７１那珂第四中学校

７月９日０．０９２瓜連中学校

７月１１日０．０９６茨城学園

７月１１日０．０５８ナザレ幼稚園

７月１０日０．０９８さいせい幼稚園

７月１１日０．０８０大成学園幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

７月９日０．０６６保健センター（ひだまり）保健センター

７月６日０．１０５中央公民館

生涯学習課

７月５日０．０９１図書館

７月１１日０．１０６那珂総合公園

７月１０日０．１１６歴史民俗資料館

７月１１日０．１１３ふれあいの杜公園

７月１１日０．０９５ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
７月１１日０．１２０ふれあいセンターごだい

７月１１日０．１０７ふれあいセンターよしの

７月１１日０．０９８総合センターらぽーる

７月１１日０．１２０那珂聖苑那珂聖苑

７月１０日０．１１６中谷原公園
都市計画課

７月１０日０．０８５宮の池公園

７月１０日０．０９６一の関ため池親水公園
商工観光課

７月１０日０．１０８静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

７月９日０．０９９菅谷保育所

こども課

７月９日０．０８５額田保育所

７月９日０．１００芳野学童保育所

７月９日０．１０１かしま台保育園

７月１１日０．０９７瓜連保育園

７月１１日０．０９７ゆたか保育園

７月９日０．０８５ごだい保育園

７月９日０．０９２子育て支援センター

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
保健センター 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染等の基準を下回っています。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。
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７
月
１
日
、
神
奈
川
県
の
日
産

ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
日

韓
交
流
サ
ッ
カ
ー
（
Ｕ
‐　

）」
に
、

１０

那
珂
Ｆ
Ｃ
所
属
の
大
和
田
悠
翔
さ

ん
（
菅
谷
小
５
年
）
が
茨
城
県
選

抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２
０
０
２
年

に
日
韓
両
国
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ　

周
年
を
記
念
し
た
大

１０

会
で
、
開
催
年
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
た
ち
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。
茨
城
県
選
抜
は

全
勝
の
成
績
で
、
大
和
田
さ
ん
も

チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ワ
�
ル
ド
カ
ッ
プ
決
勝
の
ピ
ッ
チ
で
活
躍

沿
道
の
花
で
心
を
和
や
か
に

　

６
月　

日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

２３

体
「
な
か
な
か
塾
」
が
、
那
珂
イ

ン
タ
ー
線
押
敷
交
差
点
付
近
の
沿

道
で
、
草
花
の
植
付
奉
仕
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

那
珂
高
校
、
水
戸
農
業
高
校
、

な
る
み
園
、
東
海
那
珂
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
賛
助
会
員
な
ど
、

　

人
が
参
加
し
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

８５ド
、
キ
ン
ギ
ョ
草
等
約
３
５
０
０

株
の
花
を
沿
道
に
植
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
開
花
す
る
よ
う
に
ひ
ま
わ
り

の
種
を
播
き
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

２９

ぽ
ー
る
で
、
家
庭
教
育
学
級
第
1

回
合
同
学
習
会
・
人
権
教
育
地
域

学
習
会
が
２
７
０
人
余
り
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
仲
島
正
教
先

生
を
講
師
に
迎
え
、『
あ
ー
よ
か
っ

た
な
あ
な
た
が
い
て
〜「
優
し
さ
」

と
い
う
温
か
い
貯
金
〜
』
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
自
身

の
教
員
時
代
の
体
験
を
踏
ま
え

た
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
内
容

に
参
加
者
は
話
に
引
き
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

人
権
教
育
地
域
学
習
会

結
成�

周
年
�
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

��

　

７
月
５
日
、
那
珂
市
高
齢
者
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
会
長
廣
木
夫
美
雄

さ
ん
）
の
結
成　

周
年
・
記
念
大

５０

会
が
約
３
０
０
人
の
会
員
が
出
席

し
中
央
公
民
館
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
長
寿
会
員
表
彰
等
の
の
ち
、

全
員
で
万
歳
三
唱
を
お
こ
な
い
閉

式
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
行

わ
れ
た
第
２
部
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
、
各
支
部
の
会
員
が
唄
や
踊

り
な
ど
を
披
露
し
会
場
か
ら
拍
手

が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。
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６
月　

日
、
関
東
地
方
非
常
通

２１

信
協
議
会
か
ら
那
珂
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
Ｈ
Ａ
Ｍ
ク
ラ
ブ
（
代
表
礒

�
茂
夫
さ
ん
）
お
よ
び
那
珂
市
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
同
ク
ラ
ブ
は
災
害
時
に
お

け
る
協
定
を
平
成　

年
に
結
ん
で

１９

お
り
、
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
の
際
に
、
市
内
の
災

害
状
況
等
の
情
報
を
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
を
介
し
て
災
害
対
策
本
部
に

伝
え
、
応
急
対
策
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

震
災
時
の
活
動
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
２
日
、
イ
オ
ン
那
珂
町
店
ほ
か

２
か
所
で
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女

性
会
、
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
、

連
合
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
お
よ

び
海
野
市
長
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
街
頭
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
務
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
保
護
司
会
の
代

表
の
か
た
か
ら
海
野
市
長

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
田
自
治
会
で
は
自
治
会
活
動

の
一
環
と
し
て
、
６
月　

日
に
大

２４

洞
た
め
池
の
草
刈
り
を
飯
田
自
治

会
、
飯
田
夏
祭
り
実
行
委
員
会
、

地
域
住
民
の
か
た
総
勢
１
０
０
人

余
り
が
参
加
し
実
施
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
刈
り
払
い
機
、
草
刈
鎌

等
で
除
草
作
業
を
行
い
、
３
時
間

程
で
生
い
茂
っ
て
い
た
雑
草
が
き

れ
い
に
刈
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
区
で
は
、
今
後
も
た
め
池
の

草
刈
り
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
継
続
し
て
い
き
、
た
め
池
の

環
境
美
化
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

大
洞
た
め
池
草
刈
り
清
掃
奉
仕
活
動

外
国
料
理
教
室
�
ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
�

　

那
珂
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

外
国
文
化
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
、「
国
際
交
流
の
つ
ど
い

外
国
料
理
教
室
」
を
６
月　

日
、

２７

中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ジ
ャ
ナ
カ
さ
ん
と

チ
ャ
ミ
ラ
・
グ
ナ
セ
カ
ラ
さ
ん
の

２
人
を
講
師
に
迎
え
、
ス
リ
ラ
ン

カ
カ
レ
ー
他
ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
２

品
を
作
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
料

理
を
通
し
て
国
際
交
流
の
輪
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
情
報
交

換
を
し
な
が
ら
楽
し
く
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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� 人の動き �

那珂市の人口（７月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，４６１人 （　０）
　女　　　２８，３３８人 （＋４）
　計　　　５５，７９９人 （＋４）
世帯数　　２１，２１４世帯　（＋１１）

○出生　３８人
○死亡　４１人

（６月１日～３０日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９６１人

　（平成２４年６月末現在・

 前月比９人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億５２万円

　（平成２４年６月・

 前月比１，２７３万円減）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） ２期

○国民健康保険税（普通徴収）

 ２期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ２期

○介護保険料（普通徴収） ３期

納期限：８月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ

�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

土金木水火月日

１
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３０
休館日

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

６月１５日～７月１５日（敬称略）

滑川　順一 ５，０００円
ぴっぴお話の会　南波　久代
 ４，２９７円
野木　利三郎 １０，０００円
㈲えくぼ ２０，０００円
森脇　成俊 １０，０００円
さくらダンスクラブ １５，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

�������

�������	
�

��������	

　那珂市は、秋田県横手市および
埼玉県桶川市と「災害時における
相互応援に関する協定」を結びま
した。
　７月６日に五十嵐忠悦横手市長
が、７月１７日に岩�正男桶川市長
が本市を訪問し調印式を行いまし
た。
　横手市とは平成１６年から友好都
市提携協定書を取り交わしている
ことが縁となり、今回協定を取り
交わすことになりました。　
　桶川市とは昨年３月の東日本大
震災の際、震災復旧作業にあたる
職員を派遣いただいたことがきっ
かけとなり、協定を取り交わすこ
とになりました。

◆岩�正男桶川市長と海野市長

◆五十嵐忠悦横手市長と海野市長
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日時／９月４日（火）１３：００～１７：００
　　　　　１８日（火）１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／９月５日（水）、１２日（水）、
　　１９日（水）、２６日（水）、
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（総合保健福祉

センター「ひだまり」内） �２９８－８８８１

日時／９月１４日（金）　※電話相談可
　　　１０：００～１５：００（昼休みを除く）
場所／市役所（本庁）５階会議室
相談員／人権擁護委員
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

法律相談

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http:/ /www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

２日　小宅内科医院 （菅谷）
�２９８－００５０

９日　岡田クリニック （後台）
�２７０－８１８８

１６日　小野瀬医院 （後台）
�２９５－２２２１

１７日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

２２日　ルリア記念クリニック （中里）
�２９６－３３３３

２３日　諸岡医院 （瓜連）
�２９６－１１２３

３０日　鈴木呼吸器科内科 （中台）
�３５３－２８１１

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

９月の休日当番医

人権相談を開設します

心配ごと相談

　消防本部では、火災の発生防止を目
的とし、一般家庭の皆様に深く火災予
防思想の普及啓発を図るため、市民の
皆様から防火標語作品を募集します。
応募要領／

作品は１人１作品。用紙は自由。
※作品、住所、氏名は楷書でお願いし
ます
応募締切／９月１４日（金）　※必着
表彰／優秀作品を表彰し、管内の火災

予防広報用の防火標語として、
広く活用します。

申し込み・問い合わせ／

消防本部予防課予防グループ

�２９５－２１１４

〒３１１－０１０５　菅谷６５１－３

防火標語作品募集

　那珂総合公園周辺に、夏の日差しを浴びた約25万本のひまわりが花を咲かせます。イベント当日には、ひまわり畑
を利用したひまわり迷路や、ひまわり畑を一望できる熱気球体験のほか、会場内でもさまざまなイベントを行います。
また、花火大会を開催し、夜空に大輪の花を咲かせます。皆様お誘いあわせの上、ぜひお越しください！
日時／８月２５日（土）　午前１０時～午後７時４０分（花火大会は午後７時から）
　　　※小雨決行（荒天中止・花火のみ９月１日（土）に順延）
場所／那珂総合公園
内容／郷土芸能発表、城之内早苗歌謡ショー、那珂ふるさと大使ミニコンサート、時空戦士イバライガーＲショー、
　　　大抽選会、熱気球など

�������	
�������������� �
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投
票
所
入
場
券
は
、
圧
着
葉
書
に
な
っ
て
お
り
、
１
通
で
世
帯
員
４
人
ま
で
の
入
場
券
が
印

刷
さ
れ
て
い
ま
す
。（
世
帯
５
人
以
上
の
場
合
は
、
２
通
郵
送
さ
れ
ま
す
。）
表
面
と
裏
面
の
ど

ち
ら
も
は
が
し
て
開
き
、
本
人
部
分
を
切
り
離
し
て
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

表
面
が
入
場
券
に
、
裏
面
が
期
日
前
投
票
の
宣
誓
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。
期
日
前
投
票
を
す

る
場
合
は
、
事
前
に
裏
面
の
宣
誓
書
に
記
入
し
て
か
ら
期
日
前
投
票
所
に
来
場
す
る
と
ス
ム
ー

ズ
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
当
日
投
票
を
す
る
場
合
は
、
宣
誓
書
に
記
入
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問
や
、

知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

��

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

■コメント
　フライパンだけでできて、小麦粉、牛乳
をよく混ぜているとだまにならずとろみが
つきます。大人でも子どもでもあうやさし
い味のグラタンです。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

後台（こども食部会）

加藤　悦子さん

　

入
場
券
に
投
票
所
名
が
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
記

載
さ
れ
た
投
票
所
以
外
で
は
投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

　那珂市選挙管理委員会委員が平成２４年６
月２９日に任期満了になったことに伴い、市
議会において新たな委員が指名推薦されま
した。
　新たな委員の任期は、平成２４年６月３０日
から平成２８年６月２９日までです。

�������	
�	

�������	

檜山公行委員（戸） 海野崇委員（門部）

�野四郎委員長
（鴻巣）

中嶋直幸委員長代理
（額田北郷）

ポテトチキングラタン
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

■作り方

①じゃがいもを皮つきのままひとつずつラップでくるみやわらかくなる
までレンジで加熱する。皮をむきひと口大に切る。

②鶏肉は小さめのひと口大に、小松菜は１㎝位に切る。
③フライパンにバターを熱し、鶏肉、小松菜、じゃがいもの順に入れ、
火が通ったら弱火にして小麦粉を入れて混ぜる。

④牛乳を入れかき混ぜながら中火で熱し、とろみがついたら塩、こしょ
うで味をつけグラタン皿に移す。

⑤とろけるタイプのチーズをかけて、オーブントースターでチーズが溶
け軽くこげめがついたらできあがり。

■材料（２人分）

　小松菜 …………………… １／２杷
　とり胸肉 ………………… １００ｇ　
　じゃがいも ……………… 中２個
　バター …………………… １０ｇ　

　小麦粉 ………………… 大さじ２
　牛乳 …………………… ２６０ml　　
　とろけるチーズ ……… ３０ｇ　　
　塩、こしょう ………… 各適量　

■１人分３５０kcal／塩分０．９ｇ
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【俳　句】あせび句会

【短　歌】那珂短歌会　片岡明選

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
庭
の
暑
さ
に
挑
む
ご
と
一
重
も
八
重
も
あ
ま
た
花
咲
く 

大　

森　

勝　

代

山
寺
の
狭
き
参
道
降
り
く
れ
ば
雨
に
濡
れ
い
る
ア
ジ
サ
イ
の
花 

小　

宅　
　
　

進

老
々
の
介
護
の
テ
レ
ビ
見
終
わ
り
て
「
俺
は
好
い
よ
」
と
夫
の
つ
ぶ
や
く 

山　

屋　

勝　

代

未
熟
児
に
生
ま
れ
た
る
孫
も
年
長
さ
ん
体
揺
ら
し
て
太
鼓
を
た
た
く 

梅　

沢　

悦　

子

日
食
の
余
韻
に
宮
の
池
め
ぐ
る
わ
れ
を
掠
め
て
黄
蝶
と
び
ゆ
く 

桐　

原　

富
貴
子

畑
中
に
抱
卵
中
の
雉
子
の
見
え
丸
く
残
し
て
大
根
を
抜
く 

池　

田　

美
代
子

筍
を
採
り
来
し
竹
林
花
咲
き
ぬ
親
と
の
風
景
遠
く
な
り
ゆ
く 

川　

上　

恵
美
子

天
才
は
理
解
し
難
き
風
を
生
む
木
々
に
囲
ま
れ
ピ
カ
ソ
の
絵
を
観
る 

武　

田　

八
重
子

霧
深
き
緑
の
畦
を
颯
爽
と
白
シ
ャ
ツ
が
田
水
確
か
め
て
ゆ
く 

大　

森　
　
　

満

授
か
り
し
五
人
目
の
曾
孫
に
「 
陽
斗 
」
の
名
太
々
と
書
き
双
手
に
か
か
ぐ 

草　

野　
　
　

豊

は
る
と

山
々
を
映
す
水
田
を
波
立
た
せ
縞
蛇
踊
る
ご
と
く
戦
ふ 

加　

藤　
　
　

要

キ
ッ
チ
ン
の
東
の
窓
べ
に
新
し
く
置
く
家
事
デ
ス
ク
座
れ
ば
嬉
し 

塙　
　
　

紀　

子

後
台 

�
橋　
　

慶
汰
郎 

慶
昌

菅
谷 

浅
川　
　

千
依 

博

平
野 

山
口　
　

颯
大 

欽
也

菅
谷 

吉
村　
　

和
真 

潤
一

鴻
巣 

木
村　
　

結
愛 

稔

菅
谷 

佐
藤　
　

亜
未 

清
隆

菅
谷 

�
倉　
　

遙
人 

務

堤 

佐
川　
　

陸 

大
毅

菅
谷 

阿
部　
　

圭
吾 

健
太
郎

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

菅
谷 

綿
引　
　

悦
子 

　

歳
６８

額
田
北
郷 

伏
見　
　

貞
吉 

　

歳
９１

横
堀 

鹿
志
村　

實 

　

歳
８０

福
田 

海
野　
　

康
彦 

　

歳
７３

飯
田 

鈴
木　
　

よ
し 

　

歳
９７

後
台 

沼
田　
　

威
得 

　

歳
７５

戸
崎 

薗
部　
　

進
一 

　

歳
８０

菅
谷 

佐
々
木　

啓
人 

　

歳
３４

飯
田 

鈴
木　
　

美
喜
男 

　

歳
８５

菅
谷 

�
川　
　

ふ
じ 

　

歳
９９

額
田
東
郷 

船
橋　
　

修
三 

　

歳
５１

中
里 

�
野
谷　

藤
二 

　

歳
８９

戸 

�
橋　
　
�
治 

　

歳
８２

堤 

住
谷　
　

宏
一 

　

歳
８１

飯
田 

小
根
澤　

辰
治 

　

歳
６０

下
大
賀 

引
田　
　

剛 

　

歳
７２

鴻
巣 

宮
本　
　

光
一
郎 

　

歳
８５

中
台 

中
村　
　

好
一 

　

歳
７８

飯
田 

寺
門　
　

み
つ
ゑ 

　

歳
９７

堤 

澤
畑　
　

征
支 

　

歳
７４

中
里 

小�
　
　

の
ぞ
み 

　

歳
７８

東
木
倉 

三
平　
　

は
る
い 

　

歳
８９

菅
谷 

大
曽
根　

四
郎 

　

歳
８３

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

杉 

廣
木　
　

李
咲 

和
久

菅
谷 

大
塚　
　

麗
杏 

康
明

東
木
倉 

檜
山　
　

琉
夏 

豪
介

額
田
南
郷 

磯　
　
　

舜
太
朗 

恭
兵

菅
谷 

大
久
保　

璃
音 

貴
章

菅
谷 

平
石　
　

絢
香 

憲
一

菅
谷 

平
石　
　

明
日
香 

憲
一

後
台 

佐
々
木　

涼
汰 

洋

菅
谷 

鈴
木　
　

智�
 

邦
光

菅
谷 

甲
高　
　

由
唯 

弘
嘉

戸
籍
の
ま
ど

�

�
月�

日
�
	
月�

日
届
出

��

���
敬
称
略
�

お
め
で
た

東
木
倉 

根
本　
　

正
男 

　

歳
８４

下
大
賀 

茅
根　
　

み
よ 

　

歳
８９

竹
ノ
内 

柴
田　
　

知
里 

　

歳
５７

中
台 

草
野　
　
�
郎 

　

歳
７８

南
酒
出 

桐
原　
　

武
久 

　

歳
６８

後
台 

内
山　
　

昭
二
郎 

　

歳
８３

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

お
く
や
み

行
く
春
や
潮
の
寄
せ
く
る
能
舞
台 

桜　

井　

筑　

蛙

い
つ
せ
い
に
飛
び
立
つ
雀
麦
は
黄
に 

浅　

野　

と
し
子

夏
至
近
し
イ
ル
カ
ジ
ャ
ン
プ
の
大 
飛
沫  

益　

子　

春　

子

し
ぶ
き

水
嵩
の
増
し
て
整
ふ
滝
の
筋 

雨　

宮　

文　

枝

涼
風
や
さ
ざ
波
寄
す
る
六
角
堂 

�
　

野　

祝　

子

台
風
過
亀
の
親
子
の
甲
羅
干
し 

宇
佐
美　

和　

子

千
年
を
素
朴
に
生
き
て
滝
桜 

大　

森　
　
　

滿

健
や
か
に
稚
児
一
歳
立
葵 

飯　

島　

京　

子

食
介
助
の
母
と
向
き
合
う
夏
至
の
夕 

藤　

岡　

み
ち
子

突
然
の
雹
に
廃
炉
の
議
論
止
む 

筒　

井　

か
よ
子

つ
つ
ま
し
く
巻
い
て
散
る
な
り
花
む
く
げ 

草　

野　

ゆ
た
か






